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第 6 章においては、第 3 ・ 4 ・ 5 章の結果を踏まえ、中国惇統建築・民居形成の背景としての惇統精神・思想、に関
して考察を行い、儒仏道三教の影響、就中、道家的精神としての宇宙観・ 「陰陽五行観」 ・ 「気」、ならびに儒家的
精神としての「天」 ・ 「天人合一」等の思想的影響について論じている。
第 7 章は、各章の結果に基づき、中国惇統建築の特質をその時代性・地域性・民族性・精神性・意匠性等の観点か
























性) これらは、西暦 316 年(東菅時代)に始まる大陸動乱における中原からの南遷移住以来、約 1700 年近くに亘
りその停統を継承してきた結果であるが、その歴史の背景を、生活の価値体系とそれを支えてきた儀礼・習俗・
礼儀などの稽態、ならびに各種の観念・信仰などの心態の両面から考察されている。祖先崇拝・祖霊信仰を根
幹とする「三網五常」、日月星辰河海山岳崇拝による天神・地祇・人鬼の神霊崇拝、農業社会特有の「安土重
遷J r求安不求安」観念等々の影響が明らかにされている。
(5) これら各種の信仰・観念の背景に認められる惇統精神・思想について、儒仏道三教の影響、就中、道家的精神
としての宇宙観・「陰陽五行観」・仁気」、ならびに儒家的精神としての「天」・「天人合一J 等の思想的影響が指
摘されている。
(6) 中国侍統建築の特質をその時代性・地域性・民族性・精神性・意匠性等の観点から総括し、特に、精神的背景
に関して「天」・「徳」・「道J としづ原理的なものを持つ点に固有の特徴が見い出されている。
以上のように、本論文は、中国侍統建築の本質的特質に迫るべく、古典的理論の持つ課題、文化的基盤を為す漢字
の形態と意味の変遷、伝統的集落および民居の構成等について考察し、それらの精神的背景を摘出しようとしたもの
で、今後の中国建築の計画ならびにデザイン論に対する示唆を得ており、建築工学、特に建築計画学の発展に寄与す
るところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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